


























































































































































































評　価　項　目 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 A.V




3.2 4.0 3.0 3.4
３	．ケア目標・計画の立案、実施できる 3.2 3.7 3.0 3.3
４	．ケースに必要な保健指導ができる 3.0 3.0 2.5 2.8












































































H21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 A.V.
１	．助産過程につ
いて
１）必要な情報を適切に収集できた。 2.8 2.8 3.1 2.9
２	）産婦 ･胎児の心身の健康状態 ･分娩進行状況についてアセスメントし、診断できた。 2.7 2.7 2.9 2.8
３	）産婦の情報統合を行い、ケア計画を立案し、実施できた。 2.5 2.6 2.8 2.6
４）ケアの評価ができ、修正ができた。 2.4 2.4 2.6 2.5
２	．安全に留意で
きた。
１）分娩室入室時期が適切であった。 2.5 2.9 3.3 2.9
２）分娩台上で産婦の安全が確認できた。 2.7 2.9 3.3 3.0
３）児娩出直後安全な取り扱いができた。 2.6 2.8 3.0 2.8
３	．清潔に留意で
きる。
１	）介助者の準備（手指消毒、予防衣、ゴム手袋着用）が清潔にできた。 3.3 3.4 3.6 3.4
２）外陰部の洗浄ができた。 3.2 3.3 3.5 3.3
３	）分娩野の作成（産婦への覆布、必要物品の配置）が清潔にできた。 2.8 3.2 3.5 3.2
４	．第３・４回旋
の調整ができる。
１	）内診により分娩進行状態の把握ができた。 2.5 2.7 2.9 2.7
２）肛門保護ができた。 3.1 2.9 3.5 3.2
３）第３回旋の調整ができた。 2.4 2.4 2.8 2.5
４）肩甲娩出ができた。 2.3 2.4 2.6 2.4
５	）骨盤誘導線を考慮しながら、躯幹娩出ができた。 2.7 2.6 3.4 2.9
５	．出生直後の新
生児のケア
１）第１呼吸の助成ができた。 3.0 2.9 3.0 3.0
２）保温に留意できた。 2.6 2.7 2.6 2.6
３）アプガールスコアの採点ができた。 3.0 3.3 3.2 3.2
４）	臍帯結紮と切断ができた。 3.0 3.2 3.8 3.3
６	．胎盤娩出介助
ができる。
１	）二つ以上の胎盤剥離徴候が観察できた。 3.3 3.2 3.4 3.3
２）胎盤の娩出介助ができた。 3.0 2.6 3.2 2.9
７	．分娩直後の母
体の観察・判断
１	）出血、子宮収縮、一般状態の観察、異常の有無の判断ができた。 2.9 2.6 2.9 2.8
２	）軟産道（裂傷の状態）、外陰部の観察・判断ができた。 2.5 2.5 2.7 2.6
８．胎盤診査 ８．胎盤の診査ができた。 3.4 3.4 3.9 3.6
９	．第４期の観察	
・判断
１	）１時間値（VS、出血、子宮収縮、一般状態の観察、異常の有無）の判断ができた。 3.0 3.0 3.1 3.0
２	）２時間値（VS、出血、子宮収縮、一般状態の観察、異常の有無）の判断ができた。 3.0 3.0 3.1 3.0
Total 73.3 74.0 81.3 76.3




１例目 ２例目 ３例目 ４例目 ５例目 ６例目 ７例目 ８例目 ９例目 10例目 A.V.
１	．助産過程に
ついて
１）必要な情報を適切に収集できた。 2.2 2.3 2.4 2.7 2.9 2.9 3.2 3.1 3.5 3.7 2.9
２	）産婦 ･胎児の心身の健康状態 ･分娩進行状
況についてアセスメントし、診断できた。
2.1 2.2 2.3 2.8 2.8 2.8 3.0 2.8 3.1 3.2 2.7
３	）産婦の情報統合を行い、ケア計画を立案し、
実施できた。
2.1 2.1 2.3 2.5 2.4 2.7 2.9 2.9 3.0 2.9 2.6
４	）ケアの評価ができ、修正ができた。 1.9 2.1 2.1 2.3 2.4 2.3 2.6 2.6 3.0 2.8 2.4
２	．安全に留意
できた。
１）分娩室入室時期が適切であった。 2.3 2.5 2.6 2.9 2.3 2.8 2.9 3.5 3.1 3.3 2.8
２	）分娩台上で産婦の安全が確認できた。 2.4 2.7 2.4 2.7 2.7 3.1 3.0 3.0 3.3 3.5 2.9





2.5 3.1 3.1 3.2 3.3 3.7 3.5 3.7 3.7 3.9 3.4
２）外陰部の洗浄ができた。 2.8 2.9 3.1 3.4 3.6 3.5 3.3 3.3 3.5 3.8 3.3
３	）分娩野の作成（産婦への覆布、必要物品の
配置）が清潔にできた。




１	）内診により分娩進行状態の把握ができた。 2.1 2.4 2.3 2.8 2.7 2.7 2.7 3.0 2.9 3.0 2.7
２）肛門保護ができた。 2.6 2.7 2.8 2.9 3.1 3.4 3.0 3.5 3.6 3.6 3.1
３）第３回旋の調整ができた。 1.9 2.2 2.1 2.3 2.3 2.4 2.4 2.8 3.1 3.3 2.5
４）肩甲娩出ができた。 1.8 2.1 1.9 2.4 2.2 2.8 2.2 2.9 2.4 3.1 2.4
５	）骨盤誘導線を考慮しながら、躯幹娩出がで
きた。
2.1 2.2 2.5 3.0 2.9 2.9 2.8 3.2 3.0 3.4 2.8
５	．出生直後の
新生児のケア
１）第１呼吸の助成ができた。 2.4 2.8 2.6 3.0 2.8 3.3 2.7 3.7 2.8 3.5 3.0
２）保温に留意できた。 1.8 2.2 2.4 2.7 2.4 2.9 2.9 2.8 2.9 3.4 2.6
３	）アプガールスコアの採点ができた。 2.3 2.9 2.8 3.0 3.0 3.4 3.6 3.1 3.7 3.5 3.1
４）臍帯結紮と切断ができた。 2.8 3.0 2.7 3.2 3.2 3.0 3.2 3.6 3.5 3.9 3.2
６	．胎盤娩出介
助ができる。
１	）二つ以上の胎盤剥離徴候が観察できた。 2.6 3.4 2.9 3.2 3.2 3.3 3.2 3.7 3.8 3.9 3.3






2.2 2.4 2.6 2.6 2.7 2.8 3.1 3.3 3.0 3.4 2.8
２	）軟産道（裂傷の状態）、外陰部の観察・判
断ができた。
2.1 2.3 2.5 2.3 2.3 2.7 2.4 2.8 2.4 3.0 2.5





2.6 2.6 2.9 2.8 2.8 2.9 3.1 3.2 3.4 3.7 3.0
２	）２時間値（VS、出血、子宮収縮、一般状
態の観察、異常の有無）の判断ができた。
2.6 2.6 3.0 2.9 2.8 2.9 3.2 3.2 3.3 3.7 3.0
Total 60.3 67.0 67.1 74.4 72.8 78.1 77.8 83.1 83.3 89.9 75.4




評　価　項　目 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 A.V.




2.5 3.2 2.7 2.8
３	．褥婦・新生児のケア目標・計画の立
案、実施ができる
2.4 2.8 2.7 2.6
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